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性病変 ･慢性病変の検討では､独立した危険因子は壊死 ･糸球体硬化 ･線維性半月体である
ことを示 した｡また､抽出した危険因子をもとに作成 したPrognosticscore高値群は低値群
より有意に腎予後不良であることを示 したo今後､前向き検討が必要であるが､本研究はル
ープス腎炎患者の腎予後を知る上で有用な可能性を示 したものであるo
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
